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2018 年で創業100 周年を迎えたパナソ
ニック。今回は「先進的なTechnology」と

「効率的なWorkstyle」の融合による、新し
い放送の可能性を提案。「現場プロセスイノ
ベ ー シ ョ ン　Harmony of Technology & 
Workstyle」をテーマに、映像制作・放送関連
機材部門とプロオーディオ部門の双方に出展。
また、ホールと隣接している国際会議場におい
てプライベートショーも行った。
メインブースでは、分かりやすさにこだわった
新たな演出として、松竹芸能株式会社所属の若
手芸人によるシステム・ソリューションのプ
レゼンテーションを開催し、大勢の来場者を集
めた。
◆「先進的なTechnology：新たな映像表現

をサポートする製品」
映 像 表 現 を 豊 か に す る4K/8K の 制 作 ソ
リューションなどを展示。中核となる 8K マル
チパーパスカメラ（開発中）は、毎秒60 フレー
ムを記録できる 8K 有機イメージセンサー技
術のグローバルシャッター機能により、動きの
早いシーンでも動体の歪みのない撮影を実現
する。スポーツスタジアムにおける、日差しの
強いフィールドと日陰になる観客席といった
明暗差の大きなシーンでも、8K 高解像度で広
ダイナミックレンジに撮影を可能にする。
またシネマカメララインアップのVARICAM
シリーズ、4K コンパクトシネマカメラ「AU-
EVA1」では、“さまざまな照度の撮影環境に対
応できる”と現場で定評のあるDual Native 
ISO のほか、新たな映像表現のご提案として、
IR 撮影コンテンツ「palette」を公開。また、
HDR（HLG）撮 影/RTMP ス ト リ ー ミ ン グ
機能に対応した新製品P2 カメラレコーダー

「AJ-PX5100」（2018 年12 月発売）を展示
した。
◆「効率的なWorkstyle：制作ワークフロー

革新を支援するソリューション」
ワークスタイルの改善や多様化に伴い、業務
効率化が求められる映像製作現場を支援しま
す。業界初の4K/60P 対応、超広角75.1 度

（水平画角）、12G-SDI 他多彩な4K インター
フェースを装備した、新製品リモートカメラシ
ステム「AW-UE150」（2018 年12 月発売）

では、4K 映像から複数のHD 映像を切り出し、
それぞれの映像に対して遠隔操作が可能なた
め、業務効率化に貢献。　
ライブスイッチャー「AV-HS8300」シリー
ズでは、12G-SDI フォーマットに対応し、操
作性の高い4K システムを構築、従来の2K 運
用と同等の機能、性能を高速4K 処理で実現
する。同スイッチャーを中心とした4K/12G-
SDI 映像制作システムでは、2K システムから
4K システムへ運用性を損なわずマイグレー
ションを可能にする。

映像制作・放送関連機材部門では、以下のよう
な製品の展示が行われた。
■ 4K/8K スタジオソリューション
・ 8K 収録システム （開発中）
・ 4K スタジオカメラシステム：HDR/SDRハ

イブリッド運用、HFR（ハイスピード機能）、
4K対応マルチパーパスカメラシステム

・ 4K/12G-SDI　映像制作システム
・ 4K ヘッド分離型カメラ
・ VARICAM　LT ライブシステム
■ 制作ソリューション
・ シネマカメララインアップ　VARICAM シ

リーズ、「AU-EVA1」
・ カメララインアップ：ネットワークワーク

フロー対応カムコーダー、パームカメララ
インアップ、「POVCAM」、デジタル入力レ
コーダー/ パナガイド

・ 360 度ライブカメラシステム
■ リモートカメラソリューション
・ リモートカメラシステム：NDI& ライブス

トリーミングシステム、NDI リモートカメ
ラ、ライブプロダクションセンター、リモー
ト カ メ ラ ラ イ ン ア ッ プ「AW-UE150/

RP150」

■ 番組制作トータルソリューション
・ MAM ファイルベース、アーカイブ 
・ ニュース送出OTC パッケージ 
■ スタジオライティング
・ LED スタジオ照明器具 
・ スタジオ調光操作卓 

またプロオーディオ部門の RAMSA ブース
では、2017 年発売のラインアレイスピー
カ ー「WS-LA500A」シ リ ー ズ に 加 え、新
製品DSP 内蔵デジタルパワーアンプ「WP-
DM900」シリーズを出展した。また、ラインア
レイスピーカーを含めた音響シミュレーショ
ン ソ フ ト「PASD」（Panasonic Acoustic 
Simulation Designer）も出展。PASD には、
アレイスピーカーカリキュレーターツールや
3 次元音響シミュレーションに加えFIR オー
トチューニングツールを内蔵しており、「WP-
DM900」シリーズとのネットワーク構築によ
り音響パラメータ設定から音響チューニング
まで作業の効率性を高める。
さらに、会期中に実施されていた『INTER BEE 
EXPERIENCE:X-Speaker （SRスピーカー体
験デモ）』に RAMSA ラインアレイスピーカー

「WS-LA500A」シリーズを出展した。

プロオーディオ部門での出展製品は以下の通り。
・ ラインアレイスピー

カー「WS-LA500A」
　シリーズ
・ デジタルパワーアンプ

「WP-DM900」シリー
ズ

・ デジタルミキサー「WR-
DX400」シリーズ

・ 1.2GHz帯・800MHz帯
共用デジタルワイヤレ
スマイクシステム

・ 1.9GHzデジタルワイ
ヤレスマイクシステム

「WX-SR200」
　シリーズ
・ 音響シミュレーション
　ソフト「PASD」

パナソニック

8K マルチパーパスカメラ
（開発中）

リモートカメラシステム
「AW-UE150」

4Kコンパクトシネマカメラ
「AU-EVA1」

［映像制作・放送関連機材部門］メインブース ［プロオーディオ部門］ブース

WS-LA500A
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放送局、レコーディングスタジオ、 公共ホー
ル等の業務用オーディオ・ビデオ及びコン
ピュータのインターフェース・ケーブルを開
発し、 販売を行っている同社では、優れた設
計・製造技術とも相俟って、 定評のある柔軟
かつ機械的強度に優れたケーブルや、 基礎・
基本的な工学技術に於いて他社を凌駕する
技術情報の蓄積を活かした付加価値の高い
製品作りをめざしている。

同社ではこのような高度な技術を活かし、
イーサネットケーブル、BNC コネクタ付き
同軸ケーブル、110Ω AES/EBU デジタ
ルオーディオ・マルチケーブル、吊りマイク
ケーブル、0.226mm2 ステレオマイクケー
ブル、高解像度チューブ・マイクロフォン・
ケーブルなどを主力製品としている。
そのほか本展では、３極ー５極変換アダプ
ター、120Ω ターミネーター、RoHS 対応の

「DMX シリーズ」アクセサリーや、アメリカ
BTX 社のネジ止め方式のコネクタ「ターミ
ナルブロックコネクタ」などを紹介した。

これまで培ってきたインターカムシステム技
術を継承し、新たな DECT 方式であるARIB 
STD- T101 2.0 版に準拠したデジタルワイ
ヤレスインターカムの新製品「T- DECT」を
発表。従来の機器で好評のシンプルでわかりや
すい操作性を継承しながらも、アクティブアン
テナ1 台に10 台の子機が接続し、メインコン
トローラ１台で最大４グループ、システム全体
では60 台の同時通話が接続、また、受令設定
子機との併用の場合は最大176 台の子機が接
続可能等、これまで以上に大規模なシステムの
構築が可能な、全くあたらしいワイヤレスイン
ターカムシステム。直感的に使用できる操作性
はそのままに、利便性の向上と大規模なシステ
ムの構築が可能となるうえ、新しさと親しみや
すさを両立させたコミュニケーションツール
を目指した。なお同展開催の時点において可搬
型も開発中とのことであった。

また、昨年のNAB ショーにおいて発表した汎
用オーディオインターフェース「NT MATRIX」
は、DSP エンジンを搭載した汎用オーディオ
インターフェースユニット。純粋な音声信号
の分配やルーティングマトリックスだけでな
く、ミックス及び信号処理も専用のアプリケー
ションソフトを使用することでPC から可能。

ユ ー ザ ー
ニーズに合
わせたシス

テム構築を実現する。
その他デジタルオーディオミキシングコン
ソ ー ルNT シ リ ー ズ よ り、「NT110」、「NT 
660」、「NT880」、「NT900C」を出展。
独自の高速データ伝送プロトコル「TR-LINK」
を採用し、その高い信頼性、優れた操作性が高
く評価されているデジタルオーディオミキシ
ングコンソールであるが、「NT900C」では実
際スピーカを配置して22.2ch のデモンスト
レーションを行った。

タムラ製作所

「T-DECT」の紹介スペースでは、向かって左にて子機、右側にてアクティブ
アンテナ、メインコントローラ、パワーサプライなどを紹介

汎用オーディオインターフェース
「NT MATRIX」

オーディオミキシングコンソール「NT900C」

モガミ電線
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例年同様、休憩スペースであるかのようなカウ
ンターバーを思わせる洒落たブースを構えて
出展し、取り扱い製品の２機種のカメラをさり
げなく展示してPR を行った。
ブース向かって右に展示したソニーのVENICE
は、6K 解像度での撮影の他に、主要な撮影
フォーマットであるSuper35 mm（24.89×
13.18 mm）やSuper35mm 4 パーフォレー
ション（24.89×18.63 mm）を用いた4K 解

像度での撮影ができ、新開発36×24mm フル
フレームCMOS イメージセンサーを搭載し、
15stop ＋のワイドラチチュードと低ノイズを
実現。アナモフィック対応、内蔵 8 ポジション
ND フィルター、両サイドにコントロールパネ
ルを搭載。PL およびE マウントに対応し多彩な
記録フォーマットとレンズの特性を存分に生か
した個性豊かな映像表現を実現にする。
も う 一 台 の カ メ ラ は、8K・RED WEAPON 
Woven MONSTRO VV。3540 万 画 素
CMOS ビスタビジョン（40.96 mm×21. 

60mm）サ イ ズ の セ ン サ ー で、8K 2.4：1
（8192×3456）解像度で最大75 FPS に対
応した高解像度カメラで、驚くほど高いダイナ
ミックレンジと、高度な色の再現性を兼ね備え
る事で実現したシネマ画質は、映像に命を吹き
込む。
レンズは、ZEISS Supreme Prime とLEICA 
THALIA、そして、Cooke S7i、すべてラージセ
ンサーに対応しており、それぞれの特色も際立
つ 3 種類。話題のカメラとレンズの組合せを
体験可能にした。

「Beyond Definition ともに創る。ともに進
む。」をテーマに出展。4K/8K 放送に向け、制
作環境の更なる充実を図る商品群やワークフ
ローを紹介。また、4K HDR/HD SDR の同時
制作を実現する「SR Live for HDR」や IP ラ
イブ伝送規格に対応する「IP Live プロダク
ションシステム」、12G-SDI と多様化するラ
イブ制作に柔軟に対応するソニーのライブ制
作ソリューションを提案。そして、4K HDR
制作性能を更に強化した新液晶マスターモニ
タ ー、8K×4K サ イ ズ のCrystal LED デ ィ
スプレイシステムなどのディスプレイライン
アップで圧倒的な映像表現を紹介した。
■ 4K/8K ライブ制作《NEW》
4K ライブ映像制作、そして IP および12G- 
SDI の両インターフェースに対応した、マル
チフォーマットスイッチャープロセッサーの
最上位機種「XVS-9000」をはじめ、8K 3
板式カメラシステム「UHC-8300」、そして
4K/8K 収録ワークフローの展示を行った。
ま た、4K HDR/HD SDR の 同 時 制 作 を 実
現 す る「SR Live for HDR ワ ー ク フ ロ ー」
などを紹介。12 月に実用放送が開始された
4K/8K 放送の制作環境の充実化はもちろん、
現行の4K/HD 制作においても十分に貢献で
きるソリューションを提案した。

■ カメララインアップ 《NEW》
グローバルシャッター機能を備え、新たに開
発した 2/3 型 3 板式 4K イメージセンサー
搭載のマルチフォーマットポータブルカメ
ラ「HDC-3500」と同イメージセンサー搭
載のマルチパーパスカメラ「HDC-P50」や
2/3 型3 板式HD イメージセンサー搭載の
HD ポ ー タ ブ ル カ メ ラ「HDC-3100」、多
様な顔検出オートフォーカス機能を搭載し
4K 60p 対応のXDCAM メモリーカムコー
ダー「PXW-Z280/Z190」などの新商品を
はじめとした幅広いカメララインアップを紹
介。また、シネマカメラのフラグシップである
CineAlta カメラ「VENICE」、その撮影の自由
度をさらに広げる新オプションのカメラエク
ステンションシステム「CBK-3610XS」を
展示した。

■ モニター/ ディスプレイラインアップ《NEW》
100 万分の1 の高コントラストを実現し、さら
にHDR 制作における性能を高めた新開発の4K

（4096×2160 ピクセル）液晶パネルを用い
た 31 型のHDR 対応マスターモニター「BVM-
HX310」をはじめ、充実のモニターラインアッ
プで現在から将来までを見据えたモニタリン
グ環境を展示。また、微細なLED を用いて独自
開発した高画質「Crystal LED ディスプレイ
システム」のサイズは昨年の倍以上の 9.7m×
5.4m、440 インチ相当の 8K×4K サイズで圧
倒的な臨場感を体験可能な展示を行った。
■ その他出展製品
ファイルベースワークフロー／Crystal LED
ディスプレイシステム／放送中継局用 48V
直流電源装置／プロフェッショナルレコー
ディングメディア／スマホ用インカムアプリ
Callsign ／AI 自動化ソリューション　など

ソニー

ビデオサービス

8K 3 板式カメラシステム「UHC-8300」 カメラエクステンションシステム「CBK-3610XS」

ソニー「VENICE」 RED「WEAPON Woven MONSTRO VV」
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ローランドは、映像制作放送関連機材部門に
出展。新製品のマルチフォーマット・ビデオ・
ミキサー「V-02HD」、マトリックス・スイッ
チャー「XS-42H」、ビデオ・プロセッサー

「VP-42H」などを中心に展示。また、HD ビデ
オ・スイッチャー「V-60HD」やマトリックス・
スイッチャー「XS-62S」のVer.2.0 アップ
デートを紹介。

「V-60HD」はライブプロダクションの映像
＆音声を一台で可能にしたSDI / HDMI 両対
応の 6ch ビデオ・スイッチャー。「XS-62S」
は1U サイズのコンパクトボディに映像& 音
声ミキシングパワーを凝縮し、PTZ カメラも
操作可能な、オールインワン・ソリューショ
ン。そのほか小型ビデオ・スイッチャーの定番

「V-1HD、V-1SDI」、2M/E スイッチャーとハ
イブリッド・エンジン搭載「V-1200HD」、
オールインワン HD AV ミキサー「VR-4HD」
などの展示紹介も行った。
■マルチフォーマット・ビデオ・ミキサー

「V-02HD」：スケーラー内蔵の2 チャンネル
のビデオ・スイッチャー。映像エフェクト、音
声処理機能も搭載したコンパクト高機能モデ
ルイベントや講演会などの撮影・収録現場で

直 面 す る 映
像 や 音 声 の
取り扱いを、
よ り コ ン パ
ク ト な 機 材
で実現したい、というような現場に最適な製
品。基本的なスイッチャー機能に加え、高品質
のスケーラー、オーディオ機能、多彩なビデオ・
エフェクト、画像合成機能などをオール・イン・
ワンで備えています。場所を選ばないコンパク
トかつパワフルなV-02HD があれば、撮影や
演出に集中することができる。
■マトリックス・スイッチャー「XS-42H」：

4 チャンネル入力、2 チャンネル出力を備え
たコンパクトなマトリックス・スイッチャー。
大小あらゆる会議や、社内でのカジュアルな打
ち合わせに最適。省スペース、小型ボディ、タブ
レットを使ったリモート操作も可能で、シンプ
ルな接続、そしてレスポンスの早い表示で会議
や打ち合わせでのイメージや情報の共有に貢

献する。AV 機器への専門知識がなくとも、ど
んな場所でも簡単設置。会議室のTV と接続す
れば、そこはスマートなAV 会議室になる。
■ビデオ・プロセッサー「VP-42H 」：4 系統の 

HDMI から入力された映像を、多彩かつ効果的
なトランジションを使い、画面の位置やサイズ
も自由にカスタマイズできる、魅せるためのビ
デオ・プロセッサー。効果的なトランジション、
画面の位置やサイズも自由にカスタマイズで
き、プレゼンテーションやデジタルサイネージ
など人々を惹きつける、魅力的な演出を可能に
する。

ローランド

N IXUS
高機能トータルテロップ「CG-NEXTA」、ス
ポーツオンエアCG「S・PORTER」、営放連携
マスターテロップ「GTO」、WEB 連動リアル
タイムオンエアCG「QUMO 2」、Twitter 収
録・登 録「Tweet Connection 2」、簡 単CG
送出「Nixus Celio」、その他４K ハードウェ
ア、ライブ配信、ネットワーク提案などのソ
リューションの相談コーナーなども設けた。
■「CG-NEXTA」はNIXUS が 誇 る ネ ッ ト
ワーク対応のトータルテロップシステム「CG-
Store」が一新し、次世代のテロップシステム

「CG-NEXTA」として生まれ変わった高機能
トータルテロップ。圧倒的な表現力と使い心地
を備え、生放送の即時性を必要とする番組のテ
ロップも、少人数、短時間で発注から送出オン
エアまで全てのワークフローを効率的に実現
する。ソフトウェアもハードウェアも、各ユー
ザが最適な構成を選べるカスタマイズ性の高

さも魅力。
①4K/8K フォーマットに標準対応、②全ての
ユーザに最適なワークフローを、③直感的な操
作で番組作成やテロップの並び替え、④テロッ
プ確認がどこからでも可能、⑤エフェクトや効
果音もプレビュー、⑥日々大量の作業を助ける
Web ブラウザによるテロップ発注、などの特
長をもつ。
■「S・PORTER」( エ ス ポ ー タ ー) は2D・
3DCG による迫力のあるオンエアを実現する
スポーツCG 専用システム。
様々なプラットフォームへの出力を実現し、
ハードウェアも常設型からコンパクトな可搬
型まで、様々な種類を用意している。対応する
競技も多彩なラインナップを揃え、競技ごとに
特化した機能を多数備えている。競技は導入後
に追加することも容易。また、ソフトウェアは
4K/8K に対応している。
S-PORTER のCG デザイン作成は、同社テ
ロップシステムと同じ作画ソフトを使用。すで
にテロップシステムを使用している場合は、す
ぐにS-PORTER のデザイン作成が行うこと
ができる。また2D だけではなく、3D エフェ
クトも搭載。文字やオブジェクトの立体表現、
回転、拡大縮小、曲線移動などの3 次元上の動
きまで細かな設定が行え、サンプルのモーショ

ンも多数揃っている。
ムービーファイルや3ds Max/Maya などの
3D ソフトで作成したオブジェクトとモーショ
ンをインポートすることも可能。今までにはな
いダイナミックなスポーツCG が実現する。
また、人名をバランスよく自動で配置できる文
字取り機能を搭載。選手名を素早く、簡単に、美
しく配置することが可能。
S-PORTER の送出機は、送出する素材が2D
でも3D でも区別はありません。描画エンジ
ン「DSO ONLINE」が多彩な送出環境を実現
する。S-PORTER は様々な送出パターンをサ
ポートしており、2 レイヤー合成出力などユー
ザーの運用や機器構成に合わせて柔軟に対応
が可能である。標準構成の場合はFILL/KEY 各
2 系統出力に対応し、OA/NEXT としての使
用や、A 系/B 系として使用するなど切り替え
て運用が行える。
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エス・シー・アライアンス　
今年の新製品として、ラジオ局向け 新・放送自
動運行システム「Harmony Radio System」
を同展で初紹介。 また、デジタルオーディオIP 
コンソール、IP コーデック、マスター時計シス
テム・タイムコード関連製品等を出展した。
■ Harmony Radio System：20 年以上に
亘る全国100 局以上の放送局にDAD– 自動
運行システム- を販売・施工・サポートしてき
た実績を基に、ソフトウェアを国産化し、多様
化する日本のラジオ放送システムへの最適化
を計るべく新たな自動運行システムを開発、今
回参考出展した。
Harmony（ ハ ー モ ニ ー）RADIO SYSTEM
は、ラジオ局に必要とされる自動運行システム

（APS）、CM/ 番組再生（DAF）、放送素材管
理、 音声スイッチャー、営放システム（EDPS）

さ ら に ス タ ジ オ DAW の 機 能 を も っ た、 
Windows PC ベースの総合放送システム。
コミュニティエフエム局から、小～中規模の県
域及び広域エフエム局に最適な機材である。
本展ではHarmony Radio System のうち、

「Harmony APS」, 「Harmony ADMIN」, 
「Harmony STUDIO」を紹介した。
■ Digigram 社製品：マルチフォーマットエ
ンコーディング対応のステレオ IP コーデック

「IQOYA X/LINK」( アイコーヤ・クロスリン
ク）。ユニキャスト・マルチキャスト・マルチユ
ニキャスト・マルチマルチキャストで同時マ

ルチプロトコルストリーミング可能。
■ AXIA 社製品：ラジオ局・ポストプロダク
ション向けIP ネットワーク対応デジタルミキ
サー「FUSION（フュージョン）」

■ Inovonics 社製品：放送波の無音検知、RF
キャリアロスを検知してアラーム出力する
FM 放送監視チューナー「AARON650（アー
ロン650）、INOmini 633（イノミニ633)」。
また、FM 中継局のモニタリングに最適な
チューナーで、ストリーミング出力をウェブ
サーバーを通じてモニタリング可能なFM サ
イトストリーマー「INOmini 635（イノミニ
635)」
■ TELOS 社 製 品：「Zephyr/IP ONE（ ゼ
ファー・アイピー・ワン）」はインターネット接
続できる環境があれば、簡単にステレオ音声
を双方向で伝送可能、回線の状況に応じて伝
送レートを自動処理、高音質を保ちつつ最小
のディレイに自動設定、ラジオ中継用に最適。
ISDN臨時回線用意は不要、などの特長をもつ。

Harmony Radio System 紹介コーナー

「IQOYA X/LINK」(上)「IQOYA X/LINK-ST」(下)

FM 放送監視チューナー「AARON650」 「Zephyr/IP ONE」

富士フィルム
8K・4K 対応レンズやさまざまな方向に投射
できるプロジェクターを国内初出展。
■ スーパーハイビジョン コーナー：いよいよ
始まった 4K・8K 実用化放送向けに、スーパー
ハイビジョン映像制作に用いることが出来る
高性能 FUJINON レンズを紹介。
■ 新開発プロジェクター 特設コーナー：
2018年 9月の「Photokina 2018｣で開発・
発表して以降、大反響の新開発プロジェクター
を国内初出展。世界初、本体を動かさずにレン
ズの回転だけでさまざまな方向へ投写ができ
る、高性能「FUJINON レンズ」を搭載した画
期的なプロジェクター。
同プロジェクターは、フジノンレンズの光学技
術を活かして新たに設計した「二軸回転機構

レンズ」を搭載。レ
ンズを上・下・前・
後・左・右の向き
に切り替えること
ができるため、本
体を動かさずにさ
まざまな方向へ投
写 す る こ と が 可
能。壁やスクリー

ンのみならず、天井や床などにも映像を映し出
すことができるほか、映像の向きを縦と横に簡
単に切り替えることもできる。
会場では、特設シアターにてオリジナル作品を
上映。至近距離から大画面で投影される映像
や、レンズ回転によるさまざまな投写機能を紹
介した。
■ 4K レンズ 撮影コーナー：4K 対応ポー
タ ブ ル レ ン ズ と し て 世 界 最 高46 倍 ズ ー
ム を 誇 る「FUJINON UA46x シ リ ー ズ 」
や、4K 対 応 箱 型70 倍 ズ ー ム「FUJINON 
UA70x8.7」を中心に、高性能4K 対応レンズ
を多数展示した。
■ 4K レンズ性能 体験コーナー：ハイビジョ
ン画質との違いを体感するコーナーを設置。
FUJINON 4K レンズの特長である“3 つの
High”（High Resolution：高 解 像 力、High 

Contrast：高コントラスト、High Dynamic 
Range：高ダイナミックレンジ）を紹介した。
■ X シネマ コーナー：ミラーレスデジタルカ
メラ「X シリーズ」の最新モデル「FUJIFILM 
X-T3」や「FUJIFILM X-H1」と、X シリーズ
専用シネマレンズ「FUJINON MKX シリー
ズ」を組み合わせた小型・軽量の撮影システム
を展示紹介した。

8K ULTRA HD TV LENS 
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「 リ ア ル タ イ ム8K/120p HEVC 符 号 化・復 号 」、「H,264/
HEVC エンコーダ/ デコーダ」、「4K ユニキャストコピー映像配
信ソリューション」、「ファイルトランスコーダ」、「多機能ビデオ
ソリューション」、「パノラマ超プレイヤ」などの各コーナーを設
けて紹介。
本展での目玉は何と言っても「パノラマ超プレイヤ」。 8K 超の
高精細360°映像をスムーズに視聴できるパノラマ超エンジン
を応用し、見ている方向の映像ストリーム（高解像度）と全体を
カバーする映像ストリーム（低解像度）の二つを配信する。

「パノラマ超プレイヤ」は、独自のアルゴリズムで、見ている部
分のみを高画質に再生できる任意のHMD 向けのソフトウェア
プレイヤ。ハイクオリティな12K-Ready! 高精細360°動画再
生は、今までにないエクスペリエンスを提供する。 「パノラマ超
エンジン」は、スマートフォン向けのVR 再生環境を構築できる
SDK エンジンである。

NTTグループ

主軸のNevion 製品をはじめ、以下の取り扱い
輸入ブランドを出展展示した。
◇Nevion：SMPTE2022-6/7、2110-10/ 
20/30/ 40 対 応 の 非 圧 縮3GHD-SDI/IP
伝 送、JPEG2000 ま た はTICO に よ る4K 
UHD ビデオのSMPTE2022-7 対応リダン
ダントIP 伝送が可能なVirtuoso（バーチュ
オーソ）IP メディアノード（ゲートウェイ）、
またマルチキャストストリームによる大規模
IP ビデオルーテングシステムのフルオーケス
トレーションを可能にするVideoIPath ( ビ
デオ・アイパス) マエストロ。IP ビデオ/ オー
ディオ、GPIO、シリアルデータ各種信号I/O を
持つFlashlink IP カードをフィールド運用に

便利でコンパクトなFlashcase に実装した
製品を展示。
◇Bridge Technologies：コ ン パ ク ト で
オールインワンタイプのIP ストリーミング・
RF QAM・TS ビデオ監視プローブ製品の
Nomad( 写真右）。
◇Stream Labs：IP オーディオ＆IP ビデオ
マルチフォーマットビデオのマルチビュー
アーを展示予定。オーディオ、ビデオ信号の品
質監視アラームGUI を装備した多チャンネル
入力のリモートモニター切り替えが可能な拡
張性に富んだマルチモニターシステム。
◇Volicon/Verizon Digital Media Service
法 定 同 録 用 途 に 多 数 の 納 入 実 績 が あ る
OBSERVER（オブザーバー）を展示。SDI ベー

スバンド及
びTS モ デ
ルをライン
ナ ッ プ し
コーデック
にMPEG2/
H.264 を搭

載し、マルチチャンネルで多彩なモニタリング
機能を実装。同録、モニター、レポート、ファイ
ル変換・転送が可能。データ解析、ソーシャル
メディア向けやOTT、ストリーミングサービ
スとの連携が可能。
◇Bittree：高品質A/V パッチベイで好評な
同社からアクティブ12G －SDI ビデオパッ
チに1x4 または2x4( 光SFP I/O) カードを
必要ch 分選択可能な高密度分配器が付いたユ
ニークな新製品を出展。アクティブケーブル
EQ やリクロッカを塔載することで接続ケー
ブルでの信号劣化の影響を受けないパッチが
可能となっている。またweb インターフェー
スからリモートモニターができるのもパッチ
盤としてはユニークである。

ネットワークエレクトロニクスジャパン

パノラマ超プレイヤー 高画質再生の仕組み
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スチューダー・ジャパン−ブロードキャスト　
STUDER 製 品 で は「Studer Vista 5 Black 
EDITION」、「Studer Infinity Micro Core」、

「Studer Micro Series」及び、映像伝送装置製
品では「LAWO VSM」を中心に出展した。
■ STUDER「Vista 5 Black Edition」： 視
認性を高めるために黒いインタフェースを採用。
コアにInfinity Micro Core を搭載し、コンパク
トな 2U サイズを実現している。
STUDER コントロールサーフェスと業界を
リードする Infinity Core プロセッシングエ
ンジンのサポートを組み合わせた、コストパ
フォーマンスの高いミキサーサーフェス。柔軟
でコンパクトなデジタルミキサーで、見事に考
案されたコントロールサーフェスを備えてお
り、放送制作、ライブサウンド、およびパフォー
マンスの場でユーザーに支持されている。
22、32、42 のフェーダサイズがあり、オプ
ションのTFT メーターブリッジをサポートし
ている。 
このコンソールの機能には、STUDER 独自の
Vistonics インターフェースとFader Glow
テクノロジ、そしてDynamic EQ プラグイ
ン や 最 大1000 MEQ（Mono Equivalent 
Channels）の完全コア冗長性などのInfinity 
Core の高度な機能が含まれる。Vista 5 BE
は、Infinity Core 300、600、1000、および

新しいStuder Infinity Core コマーシャルオ
フ（COTS）ソリューションなど、Studer の
あらゆるInfinity Core 製品をサポートして
いる。 この IT フレンドリーなソリューショ
ンにより、ユーザーは標準の PCIe Infinity 
CoreLink カードを追加するだけで、Studer
のリアルタイムオーディオ処理を独自のサー
バーハードウェアで実行できる。
■ LAWO「V_remote 4」： WAN ベ ー ス 
のリモートプロダクションで、ビデオ及びオー
ディオ信号の処理と転送などすべての要件に

対応するオールインワンソリューションを提

供できるように設計されており、Video-over 
IP コーディングから、様々な監視及び処理
ツールまでのアプリケーションが含まれてい
る。ラックスペース、セットアップ時間、制作コ
ストを節約しながら、ブロードキャストアプリ
ケーションの柔軟性を向
上させるツールを提供す

る目的で設計されている。
また、今日の IP ベースのリモートブロード
キャスト制作のビジョンを達成するための理
想的なツールで、2 系統の双方向４チャンネ
ルVideo-over-IP インターフェイス、４系統
のローカル SDI 入出力、および WAN または
LAN 経由でビデオおよびオーディオを放送制
作に提供する際に通常必要とされるすべての
処理ツールを組み合わせている。

  GHIELMETTI 社製のオーディオモニタリング、
インカム、AESチェンジオーバー、パッチベイ

STUDER「Vista 5 
Black Edition」

LAWO VSM スタジオ統合コントロールシステム

Infinity Micro Core

日本テックトラスト　
多数のプロ用音響機器を輸入販売している同
社の製品群は、主要放送局各社、主要な劇場、さ
まざまな音楽制作会社で利用されてきた実績
があり、多くのユーザーから高く評価されてい
る。
■ STAGETEC「AURATUS」：ドイツに拠
点を置くSTAGETEC 社は、プロフェッショナ
ルの現場で活躍する高機能デジタルシステム
から、コンパクトなシステムまで、幅広い要望
に応えるラインアップを取りそろえて世界の
制作現場をサポートしている。
本展ではそのうちの「AURATUS」を紹介。

「AURATUS」のコンセプトは、ラジオやTV
プロダクション向けにデザインされたコンパ

クト・コンソールで、54 インプットチャンネ
ルと固定BUS システムを装備し、直感的で良
好な操作性を備えたシンプルなユーザーイン
ターフェースが特色。AURUS のようであり
ながら、しかし他のデジタルコンソールの概念
とは異なり、大量のコントロール数の中から重
要なオーディオパラメータに「ダイレクトア
クセス」するという概念を特徴としている。
■ Wisycom：Wisycom( ウィジコム) 社は、
RF の様々な問題を解決するためにイタリ
アロマーノに誕生。ワイヤレスマイクをは
じめIFB、レポーターシステム等 RF に特化
したメーカーで、世界の様々な場面で活躍
している。ボディパック・トランスミッター

「MTP40S/41S」、ハンドヘルド・トランス
ミッター「MTH400」、レシーバー・システム

「MRK920」「MRK960」、イヤーモニター・
シ ス テ ム「MPR50-IEM」「MTK-952」、B 帯
専 用 シ ス テ ム「MTP40S」「MPR52-ENG」

「MCR42」などの製品がある。

STAGETEC「AURATUS」とDYNAUDIO PRO WISYCOM製品群紹介コーナー SONOSAX, JOECO, BEL 製品紹介コーナー
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■加工性に優れ、豊富なパーツ設定によりあら
ゆる配線ルートにも柔軟に対応可能な樹脂製
ダクト「オープンダクト」を出展。
ラック天井部に配
置した「オーバー
トップダクト」仕様
をはじめ「アンダー
フロアーケーブルマ
ネージャー」や「チャ
ンネルベース」に組み
合わせた「アンダーフ
ロアーダクト」仕様と
して提案した。
■シンプルながらも高機能・高品位なマルチ
スタンド「cyber STAND」。メインフレーム
に拡張性が高く高強度なアルミ押出型材を

使用し、様々なアイテムを効率的、スタイリッ
シュに収納。  モニターを搭載することでサイ
ネージスタンドからスポーツツール等のキャ
リアスタンドとしても使用できる。 
■アンダーフロアケーブルマネージャー：
フリーアクセスフ
ロアに敷設し、電源
ケーブルや情報通信
ケーブル等、様々な
ケーブルの階層分け
が可能。
■「space RAIL」：シンプルで低コスト、そし

て拡張性の高
いデスク。 オプ
ションは幅広
いラインナッ
プを用意して
おり、導入後の
取付も可能。

■「ＳＲＣ静音ラッ
ク」：オフィスで使
用するサーバーの
騒音問題・放熱不良
等を解消し、 高品
位な質感にも考慮
した新型静音ラッ
ク。

■「ＨＰＲＣ レ
ジンケース」：耐
水性、耐衝撃性、
耐久性に優れた
機能と、 イタリ
ア製ならではの
美しいデザイン
とカラーを備え
た樹脂ケース。

≪その他出展製品≫ ・モジュール式コンソー
ルデスク ・マルチモニターウォール ・コンパ
クトラック ・樹脂製ケース ・ブロードキャス
ティングラック ・静音ラック ・木製ラック ”
cyberRAIL シリーズ” ”cyberWALL シリー
ズ” ”cyberRACK シリーズ” ”HPRC レジン
ケース” ”NEOラックシリーズ” ”SRC シリー
ズ” ”NOIR

ニッキャビ

「The Soul for Creative never end 」～ ク
リエイティブへの想いは尽きない～をテーマ
に、ノンリニア編集、CG・VFX を中心にした
映像制作作業のクオリティー向上と作業効率
改善のための最新ソリューションと各種プロ
ダクトを出展。
一昨年好評だったミニシアターブースをス
ケールアップし、連日様々な企画のプレゼン
テーションを実施した。
Autodesk Flame | Adobe Premiere Pro
の各エヴァンジェリストによる最新デモンス
トレーションや、注目企業を招いての最新トレ
ンド情報のプレゼンテーションや、業界をリー
ドする注目企業やクリエイターをゲストに迎
え、Interbee 会場限定のスペシャルセッショ
ンも提供した。
■ Autodesk Flame 2019 《NEW》 
2018 年10 月31 日 に リ リ ー ス さ れ た ば
か り の Autodesk Flame 最 新 バ ー ジ ョ ン
2019. 2 のアップデートを中心に卓越した
新機能と最新ハードウェアによる圧倒的なパ
フォーマンスを紹介した。
■ Adobe Premiere Pro CC 《NEW》 
映画 /TV/ Ｗ eb のあらゆる動画編集をリー
ドする Premiere Pro CC。
ブ ー ス で は「Premiere Pro x Other ～

Round Trip ～」と題して Premiere Pro ワー
クフローを助長する様々なツールとのコラボ
レーションをデモンストレーション。
DaVinci Resolve や Flame と の 連 携 や、
cinedeck 社 cineXtools を用いたインサー
ト 編 集、Media Encoder 分 散 レ ン ダ リ ン
グ、システム提案など、様々な角度からの
Premiere Pro ワークフローを紹介した。
■ Editshare XStream EFS Storage《NEW》 
クリエイティ
ブ・ネット
ワークに卓越
したパフォー
マンスと強固
な信頼性を提
供し、国内外で 3500システムを超えるユー
ザーの支持とリクエストを得るEditShare は
次なるステージのスケーラブルスト
レージソリューションに進化する。
パフォーマンスだけを重視するレガ
シーストレージから、高パフォーマ
ンスは当然とする次世代ストレージ
への扉の鍵となるのは、メディアア
セット／クラウドへのラウンドト
リップ／コンテンツアクセスへのセ
キュリティ

■ AVID PowerWall
　Sports & Live マルチスクリーンマネジメ
ントシステム：最大7680×4320 の8K 解
像度描画に対応、スタジアムクラスの大型ビ
ジョンから、放送・イベントスタジオセットま
で、多彩な映像演出を実現する。（写真下）
■ その他出展製品
EditShare QScan：映像・音声自動QCシステ
ム／Pixspan PIXMOVER：GPU対応可逆圧
縮ソフトウェア　など

ビジュアル・グラフィックス
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L-5.5CUHD and  BCP-D55UHD

32MCK-ST

BCJ-BPLHK

同展にて、ケーブルとコネクタにビデオパッ
チ盤，光コンバータを加えた12G-SDI 伝送路
のトータルソリューションを提案したほか、
HDMI Active Optical ケーブルや有線ドロー
ンケーブルを参考出品した。
12G-SDI 対 応 製 品 に つ い て：12G-SDIは、
HD-SDI (2k･1080i) に比べ８倍、3G-SDI 

（2k･1080p）に比 べ 4倍の情報量(帯域)を
伝送できる伝送方式 （4K･2160p）であり、
SMPTE ST 20 82-1 で 2015 年に規格化
された。規格では伝送に使用するケーブル, コ
ネクタとリターンロスについても規定されて
おり、ケーブルは特性インピーダンス75Ω の
同軸ケーブル、コネクタは75ΩBNC 型コネク
タ、かつリターンロスがトータル伝送路で4dB
以上と規定されている。
信号帯域が12G-SDI 信号になってもできる
だけ従来同様の同軸ケーブルとBNC 型コネク
タで100m まで伝送したいという市場要望に
応えるため、ケーブルとコネクタの材料, 構造
および製造方法を見直しして新製品の開発を
行った。
■ 75Ω 同軸ケーブル
放送局内のスタジオ用途として広く使用され
てきた代表的な同軸ケーブル 「L-5CFB」は、
HD-SDI, 3G-SDI 信 号 を100 m 以 上 伝 送
可能であったが、12G-SDI 信号では伝送距
離はおおよそ 68m と大幅に短くなる。この
ことから、「L-5CFB」と同等のケーブル外径

（7.7mm）で12G-SDI 信 号 を100m 以 上*1)

伝送可能な同軸ケーブル「L-5.5CUHD」を開
発した。
・ 構造：同軸ケーブルは、同心円上に中心導体, 
絶縁体（誘電体）, 外部導体, 被覆という構造
からなっている。“伝送距離を伸ばす＝減衰量
を小さくする”ためには単純にケーブルを太
くすれば良いと考えられがちであるが、そこ
には特性インピーダンス、遮断周波数、機械的
強度などのパラメータや、取り扱いのしやす
さなどさまざまな点を考慮する必要がある。

「L-5.5CUHD」はそのような点を考慮してつ
くられた製品である。
・ 使用材料、構造および製造方法の最適化：使
用材料, 構造および製造方法の最適化を行う

ことにより、製品形態や施工方法は従来どおり
で、12G-SDI 信号を100m 伝送する(40dB
以下@6GHz）という目標を達成することがで
きた。本ケーブルは、放送市場における同サイ
ズの同軸ケーブルとしては現時点で最も低減
衰なケーブルで、市場でも評価が高い。
・ ラインアップ：「L-5.5CUHD」は12G-SDI
対応の L-UHD シリーズのフラッグシップモ
デルとして開発されたが、ユーザーニーズを調
査した結果、同じシリーズで太さの違う2 種類
のケーブルの要望があった。
主にラック内など短距離伝送用として、より取
り扱いやすく細いタイプのケーブルと、多少太
くても100m 超の伝送が可能な長距離伝送用
ケーブルである。
そのため、短距離伝送用ケーブルとして、
5.5 mm のケーブル外径という細さで12G- 
SDI 信号の約60m*1）の伝送を可能とした 「L- 
3.3CUHD」を発売し、11.1mm のケーブル
外径で約150m*1）近くまでの12G-SDI 信号
伝送を目標とした長距離伝送用ケーブルの 

「L-8CUHD」を発売した。
これらの12G-SDI 対応ケーブルでHD-SDI, 
3G-SDI 信号を伝送することも可能。現在は
HD-SDI, 3G-SDI のシステムでも、将来12G- 
SDI のシステムを導入する予定がある場合は、
これらのケーブルを敷設しておけば将来にわ
たりさまざまな状況に対応することができる。
■ BNC 型プラグ
従来どおりの使いやすさを維持しつつ、12 
GHz で15dB のリターンロスを達成した。
・ リターンロス：26dB@3GHz、
20dB@6GHz、
   15dB@12GHz
・ 形状：ロングスリーブ形状、絶縁体ロック機

構など、カナレ製 BNCコネクタ の 特 徴 を 継
承している。

・ 構造 ：外部コンタクトのたわみによる内径変
化を極力抑え、特性インピーダンスの安定性
向上を図っている。

・ 特長 ：メスコネクタ
と本体のがたつきを
極力抑え、かん合時の
安定性向上を図って
いる。

■ BNC 型基板取り付けリセプタクル
リターンロス性能以外にも、形状と使いやすさ
を重視した。
・ リ タ ー ン ロ ス ：20dB@3GHz、15dB@ 

6GHz、10dB@12GHz
・ 形状 ：ライトアングル、ストレート
・ 特長 ：パネルへの取り付けはねじ止めのた

め、パネル前面から容易に取り付けることが
できる。さらに高密度実装を可能とする省ス
ペースな設計となっている。

■ビデオパッチ盤
ケーブル，コネクタと同様、ビデオパッチ盤に
関しても従来品と同様の使い勝手で12G- SDI
に対応する製品の要望があった。
内部にスイッチ機能を備えた二連ビデオ
ジャックと、そのビデオジャックを組み込んだ
ビデオパッチ盤で、結合終端型と分離終端型の 
2 種類が必要になる。また、中継車でも使用可
能なように高密度かつ軽量でなくてはならな
かった。ニーズに応えるためには、使用する部
品の材質やビデオジャックの構造、またパネル
自体の構造まで全てにわたり現行品からの見
直しが必要となったが、12G-SDI に対応でき
るビデオパッチ盤を完成させることができた。
*1）伝送距離はケーブルの標準減衰量から計算

された伝送距離の目安で、伝送を保証するも
のではない。

CANARE 12G SOLUTIONS

www.canare.co. jp

88(w)x60(H)

32MCK-ST 12G-SDI
Video patchbays with dual video jacks

カナレ電気　　　　　　　　
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東通インターナショナル　　　　
4K/8K ヘリコプター・中継車用カメラ防振
システム、ピュア 12G ルーティングスイッ
チ ャ ー 及 び3G-SDI か ら 12G-SDI/Video 
over IP へ低コストでシームレスに移行する
ソリューションなどを提案した。
■ヘリコプター用カメラ防振装置システム
コ ー ナ ー：4K/ ８K 対 応 の カ メ ラ 防 振 シ
ス テ ム「SHOTOVER F1」、「CINEFLEX 
Premier」を展示。圧倒的な防振性能により、
4K/8K 時代に即した映像表現を可能とする
最先端のシステム群を紹介した。
■⼩型中継⾞・中継⾞用カメラ防振システ
ムコーナー：最新リリースされた 4K/HD 
カ メ ラ 防 振 シ ス テ ム「SHOTOVER M1」、

「SHOTOVER G1」を展示。
また、カメラ防振システム、伸縮ポール、システ
ムインテグレーションなどをワンストップで実
現する小型中継車ソリューションを提案した。
■ピュア 12G ルーティングスイッチャー
コーナー：最大288×288 系統に対応する
ピュア12G-SDI ルーティングスイッチャー

「Utah Scientific UHD -12G」を展示。
「Utah Scientific UHD-12G」 は、288×288 
系統を確保した上で 11U というコンパクト

サイズを実現
し、中継車など
スペースの限
られた場所で
多回線の12G

システムを構築するのに最適なルーティング
スイッチャー。
■12G-SDI、Video over IP ソリューション
コーナー：12G-SDI に対応したルーティング
スイッチャー、マルチビューワー、編集システ
ムなどのソリューション及び IP Gateway、
ワークフロー制御/ 監視システムなどで構成
され、Video over IP へリーズナブルな移行

を実現するソリュー
ションを紹介。また、
既存の 3G-SDI 機器
と 12G-SDI/Video 
over IP 用機器を連
携させ、ベースバン
ドから IP へシーム
レ ス に 統 合 す る ソ
リューションなどを
紹介した。 4K/ ８K 対応のカメラ防振システム

「SHOTOVER F1」、「CINEFLEX Premier」
WILL-BURT社製 折畳式伸縮
ポールシステム「Night Scan」

12G-SDI ルーティングスイッチャー
Utah Scientific 「UHD -12G」を参考出品

ハーディング次世代フォーマット
（4K/8K/HDR）対応
オプション製品群リリース

ハーディング次世代フォーマット
（4K/8K/HDR）対応
オプション製品群リリース

〒141-0022 東京都品川区東五反田 3-20-14　高輪パークタワー
 TEL 03-6277-1851　　
 https://www.itochu-cable.co.jp/クロスメディアソリューション本部

HFPA-Desktop

HFPA-Server

HFPA-FX

HFPA-Viewer

テープベース、ファイルベース

ファイルベース

プラグインソフトウェア

専用ビューワー

シングルユーザー向けターンキーシステム

サーバ／クライアント型
ネットワークパッケージソリューション

Avid-FX    Avid用プラグインソフトウェア

EDIUS-FX  EDIUS用プラグインソフトウェア

解析結果閲覧用専用ビューワー

■ PDF レポート

■ HFPA-Desktop 操作画面

「光過敏性発作(Photosensi t ive  Epi lepsy:PSE)」発症の可能性があるとさ
れている動画シーケンスの解析、評価を行うフラッシュ・アンド・パターン・アナラ
イザソフトウェア製品として、パカパカチェッカーの業界標準ハーディングFPA
シリーズに4K/8K/HDRに対応した解析を行うためのオプションソフトウェアが
リリースされます。ケンブリッジリサーチシステムズ社が今まで培ってきた経験と
実績をベースに開発をした製品群は、既にリリースされているハーディング製品
にライセンス追加という形でオプション設定されますので、今お使いのシステムを
無駄にすることなく次世代フォーマットに対応することが可能になります。

ハーディングオプション製品群

4Kオプション：4K解像度のファイル解析が可能になります。
8Kオプション：8K解像度のファイル解析が可能になります。
HDRオプション：HDRコンテンツ（PQ、HLG)に対応した解析が可能になります。


